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00

● 令和３年度予算は、新型コロナウイルス感染症に直面する 、
新たな総合計画の初年度として、防府市の未来を切り拓く予算です。

○ 市民の命と健康を守ることを第一に、国の補正予算も積極的に活用し、新型コロナウイルス
感染症対策に取り組みます。

○ 「安全・安心を第一にしたまちづくり」など、６つの「重点プロジェクト」を中心に、新たな総合計画
に掲げる「明るく豊かで健やかな防府」の実現に向け踏み出します。

● 予算規模は、過去最大の４４２億９，０００万円となります。
（対前年度比 ２１億１，５００万円増 ５．０％増）

● 予算編成時に約２０億円と見込まれた財源不足については、新型コロナウイルス
感染症の対応により拡大したものの、国の地方財政対策を最大限活かし、また、
国等の補助制度を積極的に活用するなど、歳入を中心に様々な財源不足対策に
取り組んだ結果、１２億８，０００万円となりました。

予算編成のポイント

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

18.4億円 18.7億円 22.6億円 15.6億円 17.2億円 9.8億円 12.8億円

※当初予算における財源不足の推移

今を乗り越え
未来を切り拓く予算
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予算規模 （一般会計）

４４２億９，０００万円 （前年度比 ＋２１億１，５００万円 ＋５．０％）

◆令和２年度補正予算を含めた額 ４５５億４，６００万円
（前年度比 ＋２８億 ２００万円 ＋６．６％）

※令和２年度補正予算額（新型コロナ対策分等） １２億５，６００万円
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２０百万円

コロナ予備費　　   1．０億円

１０百万円

４０百万円・高齢者への防災ラジオ緊急配備事業 ８８百万円 ・避難所防災倉庫・備蓄物資整備事業

・妊婦健康サポート事業 ３０百万円

（　　　　）

・災害時の要配慮者の避難所対策（ホテル借上） １０百万円 ・ごみステーションの衛生対策

・子どもの誕生・成長サポート事業（新生児お祝い分）

市民生活支援　　   ２．０億円

・ものづくり企業チャレンジ応援事業（補正）

・雇用調整助成金の上乗せ補助

２０百万円

・中小・小規模事業者等総合相談窓口の延長 ７百万円 ・がんばる事業者応援事業

６８百万円・コロナに負けない農業経営実践加速化事業 ３０百万円 ・プレミアム付商品券発行事業（補正）

１０百万円・コロナ対策再就職促進事業

・安全・安心・住まい助成事業 ５０百万円 ・防府の元気回復イベント等開催支援事業 １０百万円

３０百万円

１００百万円

７３百万円

（　　　　）

　ワクチン接種をはじめとする感染症対策に緊急的に取り組むとともに、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金なども活用し、地域経済対策や市民生活支援を行います。また、予期せぬ状況の変化に備え、コロナ予備費を確
保しています。

感染症防止対策 　１０．４億円

・新型コロナウイルスワクチン接種事業（補正） ７９２百万円

・地域外来・検査センター運営事業 ６０百万円

（　　　　）
・医療機関等の従事者への激励金 １００百万円

・新型コロナウイルス消毒作業への支援 １０百万円

・保育所等が行う感染防止対策への支援（補正）

地域経済対策　　　 ３．３億円

Ⅰ 新型コロナウイルス感染症対策 当初予算 ７．１億円

補正予算 ９．６億円

当初予算 １．７億円

補正予算 ８．７億円

当初予算 ２．４億円

補正予算 ０．９億円

当初予算 ２．０億円

１６．７億円
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　「地域外来・検査センター」においてＰＣＲ検査を実施します。

　保育所や学校等が行う感染症防止対策のための衛生用品や備品等の
購入にかかる経費を支援します。

　市民の生命と健康を守るため、医師会等と一体となってワクチン接種
を行います。

1,000万円

○医療機関等の従事者への激励金 １億円

　医療機関、介護施設、障害福祉サービス施設、保育所等に従事してい
る方に対して、激励金（１人１万円）を支給します。

 7,315万円○保育所等が行う感染防止対策への支援（補正）

○新型コロナウイルス消毒作業への支援　

　感染症患者等が発生した場合における消毒作業に必要な経費を全額補
助（上限５０万円）します。

 7億9,200万円○新型コロナウイルスワクチン接種事業（補正） ○地域外来・検査センター運営事業 6,000万円

感染症防止対策 １０．４億円 (         )当初予算 １．７億円

補正予算 ８．７億円

・対象者 防府市に住民票を有する方

・開始時期 高齢者は４月以降、遅滞なく開始

・予約方法 インターネットまたは電話予約

※「防府市コロナワクチン予約・相談センター」を

市役所４号館３階に設置

（令和３年３月中旬に受付開始予定）

・費 用 自己負担なし

▼２月１日には、健康福祉部内に「新型コロナウイルスワクチン

接種対策室」（２１名体制）を設置しています。

▼３月１日には、ワクチン接種の相談や予約を受け付けるため、

体制強化を図ります。（１５名増 ３６名体制）

・設置場所 休日診療所（保健センター敷地内）

・検査対象 医師からＰＣＲ検査が必要と判断された方

・費 用 自己負担なし
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・・・新規事業 ・・・拡充事業

 新庁舎を中心とした安全・安心の基盤づくり

《安全・安心の拠点となるまちの顔としての新庁舎》・・・

新庁舎建設事業(解体工事) 　の構築》 ・・・

華城小学校周辺道路整備事業

《公民館などの公共施設の安全性の向上》 ・・・ (仮称)防府北基地東道路整備事業

公民館施設整備事業 市道栄町藤本町線道路改良事業

消防署東出張所建設事業 松崎牟礼線道路改築事業

宮市福祉センター耐震化事業 農道牟礼小野線整備事業

《防府のまちの防災ネットワークの構築》 ・・・

広域防災広場整備事業

1,702万円

50万円15

2億1,000万円

17

8,305万円

　令和３年度は、新たな総合計画の始動の年です。５年間で重点的に取り組む６つの「重点プロジェクト」を中心
に、スピード感を持ってしっかりと取り組んで行きます。

14

１　安全・安心を第一にしたまちづくり

　安全・安心の拠点となる行政ゾーンの形成をはじめ、強さとしなやかさを備えた、
安全・安心を第一にしたまちづくりを進めます。

16

4億137万円

3,000万円

6,400万円

900万円

《新たな道路網「防府・未来へのネットワーク」

4,300万円

1,600万円

新

新

新

新

新 拡

拡

Ⅱ 総合計画・重点プロジェクト別主要事業
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《自然災害対策の強化》 ・・・ 《市民・地域と進める防災力・減災力の強化》 ・・・

緊急浚渫推進事業 消防団の報酬

雨水管理総合計画の策定(企業会計) 消防団活動支援事業

漁港海岸堤防等老朽化対策事業 自治会館建替緊急支援事業

基地周辺障害防止対策事業 老人福祉施設整備補助事業(補正)

高齢者への防災ラジオ緊急配備事業

《消防力の強化》 ・・・

はしご付消防自動車整備事業 避難所防災倉庫・備蓄物資整備事業

消防署東出張所建設事業(再掲)

消防通信指令施設の共同運用 《地域で安全に暮らすための基盤づくり》 ・・・

公営住宅等長寿命化事業

空き家総合対策事業

1,500万円

2,702万円

17

1億5,000万円

2,400万円

2億1,320万円

―

3,085万円

1,600万円

4,000万円

災害時の要配慮者の避難所対策(ホテル借上)

2億3,030万円

1,591万円

138万円

1,000万円

19

18

1,078万円

8,800万円

1,000万円

20

拡

新

新

拡

拡

新

新

新
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《子どもが健やかに育つ環境づくり》 ・・・ 《教育のまち日本一の学びづくり》 ・・・

不妊治療費助成事業　 ＩＣＴ教育推進事業

葉酸サプリメント配布事業 コミュニティ・スクール推進事業

妊婦健康サポート事業 無形民俗文化財等伝承支援事業

子どもの誕生・成長サポート事業 防府図書館開館８０周年記念事業

新生児聴覚検査事業

ロタウイルスワクチン予防接種事業

小児夜間救急医療運営事業 学校給食レシピ集の作成

奨学資金貸付制度の拡充

赤ちゃん文庫事業

木育推進事業 《子どもを守る安全・安心対策の推進》 ・・・

幼児の読書活動支援事業 学校施設環境改善事業(補正)

産後ケア事業

学校施設長寿命化事業

留守家庭児童学級等運営事業

通学路安全対策事業

キッズゾーン等安全対策事業

―乳幼児・子ども(小学生)医療費支給事業

防府カップ・ほうふＧＥＮＫＩコンサート開催事業

21

59万円

3,000万円

4,400万円

２　未来を拓く子どもの育成

50万円

3,181万円

1億8,012万円

600万円

2億9,636万円

3億1,453万円

2,000万円

　妊娠前から出産、子育てまでの切れ目のない支援体制を構築するとともに、
歴史と文化に恵まれた本市の教育的風土を活かし、「教育のまち日本一」を目指します。

小学校給食室空調設備整備事業(補正)

100万円

1,310万円

100万円

150万円

411万円

742万円

4億6,112万円

25

23

330万円

300万円

3,266万円

118万円

1億6,507万円

483万円

―

拡

拡

拡

新

新

新

拡

新

新

新

新

新

新
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《誰もが安心して暮らせる健康福祉の充実》 ・・・

介護サービスの充実(特別会計) ごみステーションの衛生対策

敬老会開催事業 公共交通対策

老人クラブ助成事業

成年後見制度利用促進事業 《誰もがいきいきと活躍できる場づくり》 ・・・

ほうふスポーツフェスタ開催事業

心身障害者福祉タクシー助成事業 市民文化祭開催事業

重度心身障害者医療費支給事業 男女共同参画推進事業

がん検診受診率向上事業 人財活躍応援事業

手話言語等に関する条例の制定 農福連携促進事業

看護師等確保対策事業 老人クラブ助成事業(再掲)

子ども食堂ネットワーク活動支援事業

《環境に配慮した取組の推進》 ・・・

《住み慣れた地域で暮らし続けるための環境整備》 ・・・ 地球温暖化対策事業

公民館機能強化事業 森林環境譲与税活用事業

自治会防犯灯整備事業 廃棄物処理施設運営事業

環境副読本の作成

475万円

802万円

2,300万円

障害福祉施設(大平園、愛光園、なかよし園)の安全対策 ―

2億2,662万円

３　健やかな暮らしを支える福祉のまちづくり

5億3,766万円

8,821万円

18万円

300万円

100万円

4,306万円

26

29

100万円

96万円

353万円

182万円

28 139万円

1,624万円

　誰もが安心して健やかに暮らせる地域社会を構築するための体制づくりや、
環境に配慮したまちづくりを進めます。

2,000万円

3,000万円

5億306万円

50万円

257万円

14万円

475万円

1,060万円

30

新

拡

拡

拡

新新

拡

拡

新

新

拡

拡

拡

拡
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《民間活力を引き出す防府駅周辺の整備推進》 ・・・

駅北公有地利活用事業

文化福祉会館機能の移転

駅周辺にぎわい創出事業

商店街等イベント支援事業 400万円

100万円

8,305万円

31

地域交流センター(アスピラート)整備事業

市道栄町藤本町線道路改良事業(再掲)

４　活力ある中心市街地の形成

　防府のまちの顔となる新庁舎の整備を契機として、民間活力による便利で魅力ある「まちなか」を目指します。

6,000万円

1億7,800万円

350万円

新

新

新

新
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《「農林業の知と技の拠点」の形成を契機とした 《せとうちの地魚と潮彩市場防府を活かした

　農林業の活性化》 ・・・ 　水産業の振興》 ・・・

水稲農家防除対策支援事業 おいしい防府水産物ブランド化事業

新規就農者支援事業 ニューフィッシャー確保育成推進事業

新規就農者ステップアップ事業 潮彩市場防府運営事業

集落営農法人連合体形成加速化事業

農業生産設備整備事業

経営継承・発展等支援事業

玉葱機械等レンタル推進事業

農業生産基盤整備事業

多面的機能支払交付金交付事業

中山間地域等直接支払制度事業

単市土地改良事業

農道牟礼小野線整備事業(再掲)

ため池防災減災対策事業

森林環境譲与税活用事業(再掲)

2,419万円

430万円

300万円

1,250万円

2,408万円

200万円

831万円

5,000万円

コロナに負けない農業経営実践加速化事業

3,031万円

５　強みを活かした産業力の強化

　本市のもつ強みを最大限に活かし、多様なmade in 防府（ひと・もの・サービス）を創出するとともに、
産業基盤の強化を図ることで、本市の豊かさの源となる産業の更なる活性化を図ります。

3633

6,400万円

8,092万円

1,624万円

600万円

668万円

800万円

6,740万円

1億103万円

3,000万円

拡

新

新

新

拡

新

拡
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《中小企業の振興と防府で働く人たちの応援》 ・・・ 《強みを伸ばす産業基盤の強化》 ・・・

産業基盤施設整備事業

がんばる事業者応援事業 1億円

コロナ対策再就職促進事業 本社機能等移転支援制度の創設

雇用調整助成金の上乗せ補助

安全・安心・住まい助成事業

プレミアム付商品券発行事業(補正)

防府市創業支援モデル事業

がんばる中小企業応援資金貸付事業

職人・技術力向上推進事業

6,800万円

2,000万円

200万円

4億4,968万円

1億390万円

1億2,656万円

1,300万円

中小・小規模事業者等総合相談窓口の延長

ものづくり企業チャレンジ応援事業(補正)

防府第二テクノタウン隣接市道整備事業

1,000万円

5,000万円

チャレンジほうふ中小企業成長発展事業

39

2,021万円

700万円

3,000万円

37

―

新

新

新

拡

新

新

新

新
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《官民一体で進める観光振興》 ・・・ 《文化・スポーツによる交流の推進》 ・・・

防府読売マラソン大会開催事業

ほうふスポーツフェスタ開催事業(再掲)

セルビアホストタウン事業

山口ゆめ回廊博覧会の開催 音楽のまち防府文化振興事業

文化財郷土資料館運営事業

野島の魅力発信事業 競輪場施設整備事業(特別会計)

サイクリングターミナル交流促進事業

山頭火ふるさと館運営事業 《防府ファンの創出・拡大》 ・・・

魅力ある観光地づくり事業 ＵＪＩターン促進事業

観光ＰＲ動画制作事業(補正) ふるさと納税

43

44

41

1,000万円

すごいな！すごいぞ！防府　観光キャンペーン

1,200万円

40万円

300万円

100万円

713万円

1,467万円

2,600万円

700万円

7,705万円

　本市の恵まれた観光資源や「防府読売マラソン大会」をはじめとするスポーツ・文化事業の魅力に
更に磨きをかけ、効果的に発信していくことで、交流人口の拡大を図ります。

2,990万円

―

防府の元気回復イベント等開催支援事業

100万円

1,000万円

1,543万円

安芸高田市姉妹都市締結５０周年記念事業

1,250万円

６　恵まれた資源を活かした交流拡大

9,586万円

新

拡

拡

新

新

新

新

拡

新

新

拡
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１　安全・安心を第一にしたまちづくり

《安全・安心の拠点となる、まちの顔としての新庁舎》

　新庁舎建設事業（解体工事） 【2億1,000万円】

　新庁舎（令和６年度供用開始）の建設に向け、建設用地となる
２号館、３号館の解体工事を行います。
　また、令和３年度中の新庁舎本体工事着工に向け、実施設計を
踏まえて準備を進めます。本体工事着工に必要な予算については
補正で対応します。

＜立体駐車場＞

継続

議会棟

（継続利用）

山口県防府総合庁舎機能の移転

文化福祉会館機能の移転

防府警察署（移転要望中）

防
災
拠
点
機
能
の
強
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
実
現
す
る
行
政
ゾ
ー
ン
の
形
成

平面駐車場

＜立体駐車場＞

＜福祉棟＞

＜庁舎棟＞

災害対応を含む

市民生活の安全・安心

新庁舎での令和６年度中の業務開始を目指します。

〇建設事業費
市負担額 １１０億円

市庁舎
文化福祉

会館機能

県総合庁舎

機能

土木部門の連携

により災害対応

が強化されます。

保健所機能の近

接により市民の

健康・衛生対策

が向上します。

・市民の命を守る、防災の拠点としての新庁舎とします。庁舎棟は、免震

構造を採用し、1週間対応可能な非常用発電設備等を導入します。また、

県の土木部門が入ることで一体的な災害対応が可能となります。

・災害発生時、災害ボランティアや衛生面への対応が的確に行えるよう、

社会福祉協議会や保健所の機能を備えた福祉棟を整備します。

・駐車場は、平面駐車場とともに、災害発生時の緊急一時避難に対応

できるよう、トイレを備えた立体駐車場を設置します。

・文化福祉会館機能等を集めることで、防災拠点機能の強化と市民サービ

スの向上を実現する行政ゾーンの形成を目指します。

※令和２年度中に実施設計を行ったことで財政措置のある有利な地方債の活用が可能

となりました。建設費約１１０億円に対し、約２５億円の効果を試算しています。

・現在の文化福祉会館の機能のうち、福祉関係で

は社会福祉協議会等、文化関係では大会議室等

が新庁舎に入ります。

・文化関係の講座室や実習室等はルルサス防府に

移転します。

・福祉棟は、市の福祉部門とデッキで直結し、福

祉窓口を一本化します。
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○小野公民館等建替事業

　松崎公民館防災環境整備事業

　消防署東出張所建設事業

　　　地域の防災拠点となる松崎公民館に、災害時の緊急避難場所を
　　確保し、また、支援物資等の集積場ともなる駐車場を整備します。

１　安全・安心を第一にしたまちづくり

《公民館などの公共施設の安全性の向上》

【1,702万円】

　　　災害時の避難場所としても適切な旧小野小学校跡地に新たに建
　　替えを行います。（令和４年５月供用開始予定）
　　　併せて、耐震性貯水槽や防災行政無線屋外スピーカーを新た
　　に設置することで防災機能を強化します。

　災害時に避難所となる宮市福祉センターの耐震改修を実施します。
　令和３年度は工事着手に向け実施設計を行います。

　公民館などの公共施設について、防災上安全な場所へ移転するとともに、耐震化を実施することで市民生活の安全・安心を確保し
ます。

【4億137万円】 　宮市福祉センター耐震化事業　公民館施設整備事業

(3億8,637万円)

【1,600万円】

(1,500万円)

　柳川の浸水想定区域内にある消防署東出張所を移転するため、移転先
の盛土・造成工事を行います。
　国等と連携し、河川の浚渫工事などにより発生した土砂を活用するこ
とで、事業費を大幅に圧縮します。

　　　また、牟礼公民館については、令和４年度の用地取得に向け、
　　安全・安心の観点から建替え場所の選定を行います。

新規

消防署東出張所
浸水想定区域内

牟礼公民館
浸水想定区域内

牟礼小

安全な場所

移転・建替え

＜牟礼公民館・消防署東出張所の移転イメージ＞

継続

拡充

新
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１　安全・安心を第一にしたまちづくり

　農道牟礼小野線整備事業

【50万円】

　災害時や緊急医療における市民の安全・安心を確保するため、国・県・市が連携し、各輸送拠点と防災拠点や医療拠点を繋ぐ幹線
道路ネットワーク「防府・未来へのネットワーク」の構築を進めます。

　市道栄町藤本町線道路改良事業

《新たな道路網「防府・未来へのネットワーク」の構築》

（うち、市道整備事業費2,400万円）
　早期開設に向け、県が進める整備事業と一体となり、災害時の避難道
ともなる路線の整備を進めます。

　(仮称)防府北基地東道路整備事業

　令和６年度供用開始に向け、用地取得、道路整備工事に着手します。

　華城小学校周辺道路整備事業 【4,300万円】

【6,400万円】

　松崎牟礼線道路改築事業

（うち、県事業負担金4,000万円）

　幹線道路ネットワークの強化
を図ることとし、基地周辺の緊
急避難道路ともなる市街地を南
北に結ぶ新たな道路整備に向
け、事前調査を行います。

　周辺道路の混雑の緩和と通学路の安全確保を図るため、新たな道路を
整備します。令和３年度は設計に着手します。

【8,305万円】

【3,000万円】

　周辺道路の混雑の緩和と通学路の安全確保を図るため、第１期に続く
第２期の道路整備に向け、設計を行います。

※40ページに幹線道路ネットワーク「防府・未来へのネットワーク構想」を掲載

新規

都市計画道路 松崎植松線 L=380m

小徳田野地線

L=250m

市道三田尻西浦線

華城小学校

新規

継続

継続

継続

馬
刀
川

都市計画事業1期L=410m

令和2年度完成

岩畠公園

都市計画道路 松崎牟礼線Ｌ＝860ｍ

都市計画事業2期L=450m

航空自衛隊

防府北基地

航空自衛隊

防府南基地

(仮称)防府北基地東道路

（松崎植松線・小徳田野地線）

（田島～伊佐江区間）
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○河川浚渫 1億円　予定箇所：新地入川や大内川など必要な河川

○ため池浚渫 5,000万円　予定箇所：斧磨ため池、雁俣ため池等

（工事箇所：西浦漁港、富海漁港、牟礼漁港、設計：向島漁港）

（防府北基地周辺の排水対策）

　消防署や山口県立総合医療センター、防災広場などの防災拠
点をつなぐ防災ネットワークを築きます。

　大雨等に備え、河川の浚渫や、雨水排水施設の老朽化対策な
ど、防災・減災対策を実施します。

　雨水管理総合計画の策定（企業会計）

　広域防災広場整備事業

　災害時の避難場所や輸送拠点としての役割などを有した、広域的な防
災拠点となる佐波川右岸地域の防災広場の整備に向け、基本構想を策定
します。

【2億1,320万円】

【2,400万円】

【3,085万円】

【900万円】 　緊急浚渫推進事業

《防府のまちの防災ネットワークの構築》 《自然災害対策の強化》

【1億5,000万円】

１　安全・安心を第一にしたまちづくり

　現在の状況や雨水シミュレーション等に基づき、雨水管理総合計画を
策定します。

　令和元年度・２年度に緊急的に対策する必要がある市内３５箇所の河
川等の浚渫を実施しました。
　引き続き、国の新たな事業を活用し、防災の観点から河川やため池の
浚渫を実施します。

　基地周辺障害防止対策事業

　漁港海岸堤防等老朽化対策事業
向島

山陽自動車道

国道2号

佐波川

IC

桑山

E2

IC

E2

佐波川右岸エリア

文化福祉会館解体後の跡地

新築地防災広場
最新の防災拠点機能を備えた新庁舎

応急仮設住宅も建設可能な

大規模な防災広場

新規

（施工前） （施工後）
浚渫施工

新規

継続

継続

継続

ちょうのとぎ かりまた

総合医療センター

消防署東出張所

ソルトアリーナ

消防本部

青果市場

自衛隊
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　柳川の浸水想定区域内にある消防署東出張所を移転するため、移転先
の盛土・造成工事を行います。

【2億3,030万円】　はしご付消防自動車整備事業

　消防署東出張所建設事業 【1,600万円】

１　安全・安心を第一にしたまちづくり

《消防力の強化》

　市民の生命・財産を守るため消防力の充実を図ります。

　消防通信指令施設の共同運用

　災害対応力の向上等を図るため、通信指令施設の令和７年度からの共
同運用開始に向け、山口市、萩市と協議を行います。

　近年の中高層建築物の増加に対応し、消火活動や救助活動を安全かつ
迅速に行うため、制振制御装置等を備えた、はしご付消防自動車を導入
します。

継続

＜共同運用イメージ＞

再掲

新規
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　・対象予定自治会：古谷河内自治会、若宮自治会

　的確な避難行動につながるよう、７５歳以上の高齢者のいる全ての世
帯に緊急告知防災ラジオを配備することとし、必要な世帯へラジオを無
償配付します。防災士等連絡協議会と連携し地域防災力の強化につなげ
ます。

　地域防災力の向上、団員のスキルアップなどを図るため、消防団が行
う活動を支援します。

　指定避難所・指定緊急避難場所や地区一時避難場所として使用する建
物の建設費への助成を行います。

【4,000万円】

【1,000万円】

　消防団活動や地域が取り組む防災活動を支援するとともに、自治会館の建替えを促進します。

　消防団の報酬

１　安全・安心を第一にしたまちづくり

《市民・地域と進める防災力・減災力の強化》

　近年、災害時等における消防団の役割が増大していることから、消防
団の団員等の報酬を大幅に引き上げます。(団員33,500円⇒36,500円)

　高齢者への防災ラジオ緊急配備事業

　避難所防災倉庫・備蓄物資整備事業

【1,000万円】
　避難された要配慮者（妊婦、基礎疾患のある方等）への感染を防止す
るため、ホテルの客室を確保します。

　災害時の要配慮者の避難所対策（ホテル借上）　

【1,591万円】

　老人福祉施設整備補助事業（補正） 【1,078万円】

【8,800万円】

　消防団活動支援事業 【138万円】

　指定避難所となっている全ての公民館や福祉センターに防災倉庫を整
備します。また、避難所開設時に備え、必要な資機材等の備蓄物資を整
備します。　老人福祉施設の防災対策を促進するため、非常用発電設備の整備を支

援します。

　自治会館建替緊急支援事業

＜整備内容＞

防災倉庫１５箇所設置（公民館１２箇所、福祉センター３箇所）

パーテーション、ポータブル発電機、スポットクーラー、大型扇風機 等

（緊急告知防災ラジオ）

※市から防災行政無線で、防災等に関する

緊急情報を放送した際、自動起動し、

その内容を最大音量で放送します。

拡充

新規拡充

継続 継続

継続

新規
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１　安全・安心を第一にしたまちづくり

《地域で安全に暮らすための基盤づくり》

　空き家総合対策事業

　老朽化する市営住宅について、計画的な建替等を進めます。また、増え続ける空き家問題に対して、危険度に応じた補助制度によ
る対策などを行うとともに、空き家や空き地と狭あい道路を一体的に解消させる「防府モデル」の構築を目指します。

　公営住宅等長寿命化事業 【1,500万円】

【2,702万円】

　危険度に応じた補助制度による対策や空き店舗への支援などを行うとともに、新たに、空き家や空き地と狭あい道路を一体的に解消させる「防府
モデル」の構築を目指します。

　市営坂本住宅など老朽化の著しい市営住宅の建替えや改修工事に向け、「公営住宅等長寿命化計画」を策定します。

空き家や空き地と狭あい道路の一体的な解消を目指し、令和３年度はモデル事業実施地区の選定等を行います。

パーテーション、ポータブル発電機、スポットクーラー、大型扇風機 等

新規

拡充

「防府モデル」の構築

〇各種補助制度

新
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　・お届け内容：米、野菜、魚（３回に分けて計３万円相当をお届け）

　　特定不妊治療(体外受精・顕微授精) 　・対象者：妊娠届出書を提出した方

　　　　１回につき上限10万円　※所得制限撤廃

　　子どもの誕生応援
　　・お届け内容：米、野菜、魚等（計１万円相当をお届け）
　　・対象者：全ての子ども

　○第３子以降の子どもへの応援（市内共通商品券）
　　・第３子以降出生時：１０万円分

　　・小学校、中学校入学前：５万円分

希望される方を対象に葉酸サプリメントを配布します。

２　未来を拓く子どもの育成

《子どもが健やかに育つ環境づくり》

　出産を希望する世帯の支援をはじめ、妊婦の食育の推進や、全ての子どもたちの誕生をお祝いするとともに、新生児の医療や木育
の推進など、それぞれのステージに応じた、きめ細かな支援を行います。

　不妊治療費助成事業　 　妊婦健康サポート事業

　体の健康をサポートし食育を推進するため、旬の地元食材をお届けし
ます。

　子どもの誕生・成長サポート事業

　葉酸サプリメント配布事業

　新たに、全ての子どもの誕生のお祝いとして旬の地元食材などをお贈
りするとともに、第３子以降の子どもの支援を行います。

【1,310万円】

【59万円】

【4,400万円】

【3,000万円】

　出産を希望する世帯を広く支援するため、保険適用のない特定不妊治
療について、２回目以降の治療に対しても国と市で合わせ最大４０万円
を支給します。

拡充

【いのちの誕生支援】 【出産前・誕生支援】

新規

新規

拡

… …（初回） （２回目） （３回目） （初回） （２回目） （３回目）

国３０万円

２回目以降も最大４０万円

公費（国・市）負担とします！

■公費負担イメージ

（特定不妊治療）

《現行》 《拡充後》

市１０万円

国１５万円

市１０万円

国１５万円

市１０万円

国３０万円

市１０万円

国３０万円

市１０万円

国３０万円

市１０万円

４０万円 ４０万円 ４０万円 ４０万円２５万円 ２５万円

継続

新
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　産婦人科等での宿泊が困難な産婦を対象に、日帰り型の支援を新設

　乳幼児・子ども(小学生)医療費支給事業【4億6,112万円】 【330万円】

　保健センターや産婦人科等での相談を充実し、心身のケアなど産婦へ
の適切なサポートを行います。

　産後ケア事業

　赤ちゃん文庫事業 【社会福祉協議会実施】

【411万円】

【742万円】

　聴覚障害の早期発見・早期療育を図るため、全ての新生児を対象に新
生児聴覚検査を公費負担します。

　ロタウイルスによる乳幼児の急性重症胃腸炎の予防接種費用を公費負
担します。

　ロタウイルスワクチン予防接種事業

　幼児の読書活動支援事業

　木育を推進するため、幼児(１歳６か月児健診時 )に、県産木材を活用
した玩具を贈呈します。

　小児夜間救急医療運営事業 【118万円】

　子どもたちの読書の習慣化を促進するため、市内の保育所・幼稚園等
の読書活動等を支援します。

　夜間の小児一次救急医療機関として、「山口・防府地域夜間こども急
病センター」を山口赤十字病院内に開設します。

　子どもの保健の向上に寄与するため、小学生以下の子どもの医療費の
自己負担分を助成します。

２　未来を拓く子どもの育成

　木育推進事業

　新生児聴覚検査事業

　社会福祉協議会では、寄附金と共同募金を活用し、母子保健推進員に
よる生後３か月児の家庭訪問に際して絵本を贈呈します。

【483万円】

【3,266万円】

新

【こどもの成長支援】

拡充

継続

継続

継続

継続

継続継続
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新たに「チームＤＡＳＨ」を立ち上
げ、『つながる・広がる・深まる「防
府スタイル」の学び』の実現を加速さ
せます。

　全教職員にタブレット端末を配備し、他の自治体に先駆け
て、一斉に配備した児童・生徒用タブレット端末などを効果的
に活用するＩＣＴ教育を展開します。

２　未来を拓く子どもの育成

《教育のまち日本一の学びづくり》

 　将来のデジタル社会を見据え、ＩＣＴ教育を推進するとともに、地域の教育資源を活かしたコミュニティ・スクールの推進や無形文化
財等の子どもたちへの伝承など、防府独自の学びを展開します。

　ＩＣＴ教育推進事業 【1億6,507万円】 学校教育がこのように変わります。（一例）

令和３年度～

ＩＣＴ教育の一斉開始

「防府スタイル」の学びの実現

デジタル機器を活用した

先進的な授業の研究を行

う、教員や専門家などで

構成するプロジェクト

チーム

※チームＤＡＳＨ(Digital Advanced Study in Hofu)

拡充

□学習活動の「見える化」

〇客観的評価が可能になり、

作成・修正が容易になります。

〇繰り返し確認や過去のデータの

活用が可能になります。

□学校外でのＩＣＴ活用の促進

学習ドリル

オンライン学習

校外学習での活用
定期的な安全確認

学習状況の把握

緊急時の相談

個人の考えの

共有・比較

実験データの

グラフ化
パフォーマンス

の映像化

□思考力・表現力を育てる活動

文章の推敲

情報の整理

プログラミング

対話による意見交流

原稿・内容の推敲

プレゼン作成

動画編集

情報発信

〇プログラミングアプリや

思考ツールを用いて

論理的思考力を高めます。

〇表現方法が多様になり、

探究した内容をより分かりやすく

伝えることが可能になります。

〇セルラー方式の通信により

タブレット端末を活用する場所が

広がります。
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　・運 動 部：防府カップ（７月開催予定）
　・吹奏楽部：ほうふGENKIコンサート（７月開催予定）

　・入学時の一時金の創設
　・一般奨学金の増額（月額）３万円⇒４万円
　・初回振込の前倒し　６月⇒４月

　防府カップ・ほうふＧＥＮＫＩコンサート開催事業【300万円】　コミュニティ・スクール推進事業

　部活動の練習の成果を発揮・発表する機会を創出します。

【100万円】

【150万円】

　無形民俗文化財や地域文化の子どもたちへの伝承など、活動団体の未
来へつなぐための取組を支援します。

　学校運営協議会が子どもの学びや成長のために行う学校・家庭・地域
と一体となった取組を支援します。

２　未来を拓く子どもの育成

【100万円】

　奨学資金貸付制度の拡充

　学校給食の献立レシピを作成し、地場産食材による給食やセルビア給
食の紹介などを行うことで家庭での食育を推進します。
　併せて防府市産“はも”を使った料理やセルビア共和国の郷土料理な
どを紹介します。

　意欲、能力のある学生が学習機会を確保するため、利用者のニーズに
応じた制度に拡充します。

　防府図書館開館８０周年記念事業 【50万円】

　防府図書館開館８０周年にあたり、防府図書館に通称名として「三哲
文庫」を付すことで上山満之進翁を顕彰し、併せて講演会等記念事業を
実施します。

　無形民俗文化財等伝承支援事業

  学校給食レシピ集の作成

（防府カップ） （ほうふＧＥＮＫＩコンサート）

新規 新規

新規

新規

拡充

新規
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　・令和２年度 ６箇所整備  小学校３年生までの保育が必要な全ての児童の受入体制を整え、学級
を運営します。

【3億1,453万円】

【2,000万円】

【600万円】

【2億9,636万円】　留守家庭児童学級等運営事業

　園児の安全確保のため、幼稚園、保育所等の周辺エリアのキッズゾー
ン等を整備します。

　給食室の空調設備整備など学校の施設整備を行うとともに、スクールゾーンやキッズゾーンの整備を進めます。

《子どもを守る安全・安心対策の推進》

　キッズゾーン等安全対策事業

　通学路安全対策事業

　学校施設長寿命化事業

　通学路やスクールゾーンの安全性を向上させるため、通学路合同点検
結果に基づいた路肩拡幅や側溝工事等を重点的に実施します。

【3,181万円】

　少人数学級化を見据えた学校施設の長寿命化工事の計画的な実施に向
けて、令和３年度は実行計画を策定します。

　夏休み期間の短縮に対応した給食提供ができるよう、全ての給食室へ
一斉に空調設備を整備します。（対象：１４校）

　学校施設環境改善事業（補正）

　天井器具の落下防止対策など、右田小学校屋内運動場の大規模な改修
を行います。

【1億8,012万円】　小学校給食室空調設備整備事業（補正）

２　未来を拓く子どもの育成

新規

継続継続

継続

継続

新規
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〇短期集中介護予防サービス

〇元気アップくらぶの利用促進

〇認知症カフェの充実

　成年後見制度利用促進事業

３　健やかな暮らしを支える福祉のまちづくり

《誰もが安心して暮らせる健康福祉の充実》

  介護サービスの充実（特別会計）

　全ての防府市民が健康で元気に暮らすことができるよう、健康福祉の充実を図るとともに、地域での支え合いなどの取組を支援しま
す。

　高齢者が元気になることができる敬老会が地域でしっかり開催される
よう、助成額を大幅に増額します。
　一人あたり単価：令和２年度 1,100円　→　令和３年度 1,500円

　老人クラブ助成事業

　敬老会開催事業 【3,000万円】【4,306万円】

【475万円】

　本市独自のきめ細かなプログラムで実施する短期集中介護予防サービ
スを本格実施するとともに、高齢者の元気を維持するための「元気アッ
プくらぶ」や、認知症の方やその家族が気軽に相談できる「認知症カ
フェ」の設置箇所を拡大するなど、介護予防サービスを充実します。

【802万円】

　　　令和２年度 ３か月間試験運用　→　令和３年度 通年実施
　高齢者が生きがいを持って生活を送れるよう、老人クラブが行う「シ
ルバースポーツ大会」や「（仮称）防府杯グラウンドゴルフ大会」の開
催などの取組を支援します。

高齢者の心身の良好な状態を維持するための介護予防サービスを充実
することにより、令和３年度から５年度までの第８期介護保険事業計画
に基づく介護保険料（基準月額）を据え置きます。

　　　目標：令和２年度 ４箇所　→　令和３年度 １５箇所
　認知症等により財産管理や日常生活に支障がある人たちを社会全体で
支え合うため、「防府市成年後見センター」を社会福祉協議会内に設置
し、相談体制の強化を図ります。（令和３年４月１日オープン）　　　目標：令和２年度 ６箇所　→　令和３年度 ８箇所

拡充

拡充拡充

拡充

〈本市独自のプログラム内容〉

理学療法士や作業療法士、言語聴覚士などの専門職との

面談を通じて行う様々な機能向上プログラムを３か月間

集中的に実施
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　市内での医療・介護体制を確保するため、看護師等の人材の確保を
支援します。

　看護師等確保対策事業

【8,821万円】

【18万円】

  がん検診受診率向上事業

　手話言語等に関する条例の制定

　大平園、愛光園、なかよし園の移転も含めた安全対策の検討を行いま
す。

　障害福祉施設(大平園、愛光園、なかよし園)の安全対策

３　健やかな暮らしを支える福祉のまちづくり

　重度障害者（児）に対し、医療保険の自己負担額を助成します。

　市民が受診しやすいよう、新たに「肺がん検診時での大腸がん検診
キットの配布」や「子宮がん検診時の託児の実施」など、きめ細かな
サービスを行います。
　さらに、がんの早期発見・早期治療に向けたがん検診の啓発を充実す
るため、体制を強化します。

　子ども食堂ネットワーク活動支援事業 【100万円】

　地域の多世代交流拠点としての子ども食堂の普及啓発、支援者への
研修等を行う「防府市こども食堂ネットワーク協議会」の活動を支援
します。

　重度障害者（児）に対し、タクシー利用料金の一部を助成すること
で、日常生活における利便性の向上、社会参加の促進を図ります。
　新たに令和３年度分から、公民館等での申請受付も実施します。

　〈助成内容〉
　　　　５００円引きになる福祉タクシー利用券（最大５０枚）を交付

　手話言語、要約筆記などのコミュニケーション支援の人材育成と意思
疎通支援の充実のため、手話言語等に関する条例の制定に向けた取組を
進めます。

【300万円】

　重度心身障害者医療費支給事業 【5億3,766万円】

　心身障害者福祉タクシー助成事業 【2,300万円】継続

継続

継続

新規

拡充

新規
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○ バス路線を維持するため、バス事業者への支援 (9,823万円)

○

○

○ 野島～三田尻航路を維持するため、㈲野島海運
への支援

　公民館機能強化事業

【1,060万円】

　地域の特性などに応じた交通サービスの実現を目指します。

　令和２年度に各地域の公民館等に配備したタブレット端末を活用し
Ｗｅｂにより様々な行政相談を開始するなど、市民に身近な公民館等
での行政相談機能等の強化を図ります。
　富海、大道、小野公民館をモデル公民館として、運営体制を強化し
ます。

(4,615万円)

　公共交通対策

　ごみステーションの衛生対策

３　健やかな暮らしを支える福祉のまちづくり

　全ての自治会を対象に、感染症を予防するためのごみ散乱防止用ネッ
トを配付するなど、衛生環境の充実を図ります。

《住み慣れた地域で暮らし続けるための環境整備》

【182万円】 【2,000万円】

　公民館の行政相談機能を強化するなど、地域で安心して暮らすことができる環境を整備します。

【2億2,662万円】

　防犯灯を設置する自治会等を支援します。
　必要な場所における防犯灯の設置が進むよう、現状調査を行い、制度
の見直しを図ります。

　自治会防犯灯整備事業

高齢者等へのバス又はタクシー運賃の一部助成
（バス２００円引き、タクシー２割引き）

大道切畑地区・上代地区、玉祖地域における
デマンド型乗合タクシーの運行（１乗車２００円）

(7,724万円)

拡充

拡充

継続

(500万円)

新規
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　女性のキャリア形成のためのセミナーを開催し、ライフステージの変
化等により退職したものの、もう一度働くことを希望する女性の就職を
後押しします。また、女性や高齢者等が様々な職種で活躍できるよう、
事業者向けのセミナーも開催します。

　男女共同参画推進事業 【96万円】

　人財活躍応援事業 【353万円】

　文化・スポーツをはじめ様々な分野において、市民誰もが参加し活躍できるよう取り組みます。

　ほうふスポーツフェスタ開催事業 【100万円】

《誰もがいきいきと活躍できる場づくり》

　男性を対象とした料理教室や啓発講座の開催、家事・育児に積極的な
男性を対象としたフォトコンテストなど、男女共同参画社会の実現に向
け、様々な取組を進めます。

　遊びやゲームの要素を取り入れたスポーツを市民が楽しく体験できる
スポーツフェスタを開催します。
　競技性の高いバレーボールやソフトボールも行います。
　・開催日：令和３年１１月７日（日）
　・場　所：キリンレモンスタジアム

３　健やかな暮らしを支える福祉のまちづくり

　高齢者が生きがいを持って生活を送れるよう、老人クラブが行う「シ
ルバースポーツ大会」や「（仮称）防府杯グラウンドゴルフ大会」の開
催などの取組を支援します。

　農福連携促進事業 【14万円】【257万円】

　老人クラブ助成事業 【475万円】

　障害福祉サービス事業所（愛光園）による花木センターでの花苗の育
成を農福連携のモデル事業として実施し、この取組を市内の障害者、高
齢者関係事業所等に拡大していきます。

　文化協会と一体となって、洋舞や邦楽、華道、美術など多様な文化活
動の発表の場を提供します。

　市民文化祭開催事業 新規

参加者目標3,000人！

新規

ニュースポーツ

輪投げでゴルフ

子どもに人気の

ストラックアウト ソフトボール

継続

再掲

洋 舞 華 道

継続

継続

拡充
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　環境副読本の作成 【50万円】

　森林環境譲与税活用事業 【1,624万円】

　廃棄物処理施設運営事業 【5億306万円】

　小学生を対象に、SDGｓの理解を深め、様々な切り口で環境につい
て学べる環境副読本を作成、配布し、環境教育を推進します。

【139万円】

　○ 繁茂竹林の整備
　　　　 県が行う繁茂竹林整備事業と並行し、繁茂竹林の整備を行い
　　　 ます。
　○ 民有林整備促進
　　　　 造林、間伐、輸送や作業道の開設改良に対し助成を行います。
　　 森林経営管理
　　　　 適切な森林管理を図るため、森林の現況調査や森林所有者へ
　　　 の意向調査等に基づいて、市による森林の経営管理に着手しま
　　　 す。
　○ 木育推進事業

　夏季の温暖化対策として有効な緑のカーテンについて、家庭、事業
所、学校等を対象にコンテストを実施するなど、取組の輪を拡大してい
きます。
　また、年間を通じた「ほうふCO2削減キャンペーン」の実施や
「クールチョイス！節エネ情報誌」の全戸配布などにより、家庭や事業
所での具体的な温暖化対策の取組を促進します。

３　健やかな暮らしを支える福祉のまちづくり

《環境に配慮した取組の推進》

　省エネルギー化やごみの減量化など環境に配慮した取組を推進・啓発します。

　地球温暖化対策事業

　クリーンセンターのごみ焼却・バイオガス化複合施設において、生ご
み等から生成するバイオガスを活用した高効率ごみ発電によるエネル
ギー回収を行い、環境負荷の低減を図ります。

拡充

継続 継続

継続

拡

再掲

廃棄物発電施設

〈環境負荷の低減効果〉※月平均発電量（Ｒ２．４月～１２月実績）

約１６４万キロワット（一般家庭の約４，９００世帯分）
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４　活力ある中心市街地の形成

《民間活力を引き出す防府駅周辺の整備推進》

　防府のまちの顔となる新庁舎の整備を契機として、民間活力による便利で魅力ある“まちなか”を目指します。

　市道栄町藤本町線道路改良事業 【8,305万円】　駅北公有地利活用事業

　令和６年度供用開始に向け、用地取得や道路整備工事に着手します。

【350万円】

　活力ある中心市街地の形成に向け、民間活力を最大限引き出せるよ
う、駅北公有地の売却に向けた取組を進めます。

　駅周辺にぎわい創出事業 【100万円】

　文化福祉会館の一部機能(講座室や実習室等)をルルサス防府へ移転し
ます。

　商店街等イベント支援事業 【400万円】

　駅周辺の活力を呼び戻すため、新しい生活様式を踏まえて中心市街地
活性化協議会がルルサス防府等で実施するマルシェ等に対し、その経費
の一部を支援します。

　文化福祉会館機能の移転 【1億7,800万円】

　地域交流センター(アスピラート)整備事業

【6,000万円】
　旧「種田山頭火の部屋」のスペース等を市民ギャラリーとして整備す
るなど、アスピラート１階フロアをリニューアルします。
　また、アスピラート、ルルサスの一体的な愛称を検討するなど、より
一層市民に親しまれるための取組を進めます。

　商店街・中心市街地における賑わいを創出、交流人口を増加させるた
め、商店街等で回遊性の高いイベントを実施する団体を支援します。

新規

新規

再掲

新規

継続

新規 継続
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４　活力ある中心市街地の形成

市営中央町駐車場

山口県防府総合庁舎

新庁舎

（行政ゾーンの形成）

移転

旧商工会館跡地

旧国鉄官舎跡地(南)

旧国鉄官舎跡地(北)

旧八王子住宅跡地

ルルサス防府アスピラート

公会堂整備

（耐震補強・大規模改修）
駅前にふさわしい施設へ改修

アーケードなどの
整備方針の検討

Ｒ2完了

文化福祉会館解体後の跡地整備

（防災広場・駐車場）

創業支援拠点の整備

（デザインプラザHOFU）

市道栄町藤本町線の整備

駅北公有地売却
（民間活力の導入）

防府天満宮
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○新規就農者農地確保支援事業
　・補助内容：作付面積に応じ、10aあたり1,000円 　　　一定期間の賃貸借料を助成

○農業次世代人材投資事業
　　　青年層の就農意欲喚起のため、資金を交付

○就農前準備研修事業
　　　就農に必要な技術取得のための研修費等を助成

○新規就農支援事業
　　　新規就農者の施設・機械の整備を支援

○新規就農者定着支援事業
　　　新規就農者が新たに居住する家賃等を助成

○法人就業者定着支援給付金事業
　　　新規就業者を受入れた農業法人に対し、研修費を助成

【1,250万円】 【2,408万円】

５　強みを活かした産業力の強化

《「農林業の知と技の拠点」の形成を契機とした農林業の活性化》

  新規就農者の取組への支援やトビイロウンカによる被害を受けた水稲農家への支援などにより、次世代の担い手確保や、経営の安
定化を図るとともに、国事業・県事業と一体となって、ほ場整備やため池の防災減災対策等を実施します。

　令和３年度作に向けた種子の購入（令和２年度補正予算対応）に加
え、新たに防除効果の高い農薬の使用への一斉切り替えを促進するた
め、水稲農家の農薬購入を支援します。

　農業次世代人材投資事業（最長5年）の交付期間を終了した新規就農
者（就農後6～10年目）が、農業経営の拡大を行う場合の農業用機械
や施設整備等の事業費の一部を支援します。

　新規就農者支援事業

　新規就農者の就農準備と就農開始を支援し、新規就農者の確保と定着
を図ります。

　水稲農家防除対策支援事業

　新規就農者ステップアップ事業 【200万円】

新規 継続

継続
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　・補助率：県1/3、市1/3、実施主体1/3 　・補助率：国1/2、市1/2
　・対象経費：スマート農機等の導入経費 　・上　限：100万円

　＜対象事例＞ 　・対象経費：販路の開拓、GAP等の認証取得、営農の省力化の取組等
　　▽自動航行機能付ドローン
　　▽ＧＰＳ機能付トラクター
　　▽ＧＰＳ機能付田植え機 など

　・補助率：県1/3、市1/3、実施主体1/3 　・補助率：市1/2、実施主体1/2
　・対象経費：規模拡大に必要な農業用機械、施設等の整備 　・対象経費：レンタル用に整備する機械

　・補助率：国1/2、実施主体1/2　等
　・対象経費：生産拡大等に必要な機械・設備

【800万円】

【430万円】

【300万円】

５　強みを活かした産業力の強化

　土地の有効利用や農業の持続的発展を目指すため、防府市農業公
社がレンタル用に活用する大規模農地にも対応できる機械設備の導
入を支援します。

　新型コロナウイルス感染症の影響に負けない強い農業経営を加速化す
るため、スマート農機等の導入を支援します。

　将来にわたって地域の農地利用等を担う経営体を確保するため、地域
における中心経営体等の経営を継承し発展させる取組を支援します。

　コロナに負けない農業経営実践加速化事業【3,000万円】 　経営継承・発展等支援事業

　玉葱機械等レンタル推進事業

　「農林業の知と技の拠点」の形成を契機として、本市農業を牽引し新
規就農者の受け皿となる集落営農法人連合体の経営基盤の強化を支援し
ます。

　農業生産設備整備事業 【2,419万円】

　安定的な農作物の生産を確保するため、農地所有適格法人等が実施す
る機械整備等の取組を支援します。

　集落営農法人連合体形成加速化事業

新規新規

継続

継続

継続
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○農業生産基盤整備

　　＜主な事業＞ 　ため池浚渫 （5,000万円）

　　　・ほ場整備 下津令地区 約４３ha (H23～R3) 　　予定箇所：斧磨ため池、雁俣ため池等

奈美地区 約３４ha (Ｒ2～R8) ○ため池切開 （3,000万円）
　　　・総合堰改修（防府総合堰） 　　工事箇所：後ヶ浴1号ため池

　　　・ため池（大谷口、上洗川、名舟） 　　計画策定：西ヶ原上ため池等4箇所

○ほ場整備構想の作成 ○ため池ハザードマップ作成 （92万円）

　　対象地域の増（７保全会⇒８保全会）

○繁茂竹林の整備　
　森林経営管理 など

【6,740万円】

【831万円】

【5,000万円】

　地元が行う土地改良事業に対し補助を行います。

　多面的機能支払交付金交付事業

　中山間地域等直接支払制度事業

【1億103万円】

【1,624万円】　森林環境譲与税活用事業

　ため池防災減災対策事業 【8,092万円】

　中山間地域等で農業生産活動を行う協定締結集落を支援します。

　単市土地改良事業

　地域の共同活動や農道、水路等の長寿命化対策等の取組を支援しま
す。

（うち、県事業負担金5,740万円）
（うち、市事業費1,000万円）

５　強みを活かした産業力の強化

　　　県と連携し、下津令地区や奈美地区のほ場整備、防府総合堰
　　の改修整備や上洗川ため池改修整備などを引き続き進めます。

　　　上右田地区ほ場整備事業(受益面積約25ha)の実施に向けた
      現況地形図の作成等を行います。

　農道牟礼小野線整備事業

　農業生産基盤整備事業

　ため池の決壊等による災害を未然に防止するため、引き続き、国の新
たな事業を活用し、対策が必要なため池の浚渫を実施するとともに、た
め池の切開工事、計画策定等を行います。

【6,400万円】再掲

拡充

拡

継続

継続

継続

継続

拡充

拡
再掲

ちょうのとぎ かりまた

再掲

拡充

拡
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　○新規漁業就業者生活・生産基盤整備事業

　　　　就業時に必要な漁具・漁船等の整備費用を支援
　○新規就業者経営自立化支援事業

　　　　確実な定着を図るため、経営の立ち上がりを支援
　○新規漁業就業者支援事業

　　　　研修期間中の家賃を支援

　ハモなどの防府市産水産物をイベント等で積極的にＰＲすることで、
ブランド化を推進するとともに、地元のハモを学校給食に提供し食育を
推進します。

【3,031万円】

　新たに指定管理者となる山口県漁協と連携し、水産市場と一体的な運
営を図ることにより、水産業の振興や都市と漁村の交流を促進します。
　また、隣接する防災広場（メバル公園）との相乗効果により、みなと
エリアの活性化を図ります。

【600万円】

　新規漁業就業者の確保・育成を図るため、研修から就業、定着まで一
貫した支援を行います。

【668万円】

　おいしい防府水産物ブランド化事業

５　強みを活かした産業力の強化

《せとうちの地魚と潮彩市場防府を活かした水産業の振興》

　ハモなどの防府市産水産物における防府ブランドを構築するとともに、山口県漁協と連携し、潮彩市場防府を中心とする水産市場エ
リアの賑わいを創出します。

　潮彩市場防府運営事業

　ニューフィッシャー確保育成推進事業

新規

相乗効果による集客アップ

さかな祭り、農林水産業まつり、港まつり

などの多彩なイベントの開催
潮彩市場防府 メバル公園

水産市場エリア

継続

継続
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・補助率：３/４ 　・補助率：対象工事費の５％（市内共通商品券で助成）
・上　限：３０万円 　・上　限：１０万円
＜対象事例＞ 　・募集時期：４月に加え７月にも募集
　▽デジタル化への取組（キャッシュレス決済等）
　▽飲食店における感染症防止対策への取組
　▽デリバリーに特化した新たな商品開発 など

＜対　象＞

　▽中小企業（個人事業主含む）で、市内に本社または事業所があること

　▽令和３年４月～９月に離職者を雇用すること 　・補助率：2/3
＜給付額＞ 　・上　限：200万円
　▽月額上限　正社員１０万円(最大６か月)、非正規５万円(最大３か月) 　・対象経費：生産設備の導入費用（デジタル化対応等）
　　　※非正規が３か月以内に正社員になる場合は合わせて最大６か月 　　　※令和４年２月２８日までに稼働すること
　▽１事業所あたり３人まで

　長引くコロナ禍にありながらも、デジタル化等の新事業展開や事業拡
大を図る市内の中小企業者等が行う新たな雇用を伴う投資に対し補助し
ます。

【6,800万円】

【5,000万円】

　コロナ禍で厳しい経営状況にある飲食業をはじめとする事業者が、デ
ジタル化など「新しい生活様式」へ対応した業態転換、経営の多角化等
に取り組むために必要な経費の一部を助成します。

　コロナ対策再就職促進事業 【3,000万円】

　就労の場を失った方の再就職を支援するため、離職者を雇用した事業
主に対して奨励金を支給します。

　助成の対象工種に新たに門扉の改修や造園等を加えるとともにコロナ
禍の経済対策として予算規模を拡大（2,000万円）し、住宅環境への
投資を喚起します。

　がんばる事業者応援事業 【1億円】

　消費拡大対策として２月から４月まで実施中。

　ルルサス防府２階の総合相談窓口を９月まで延長します。

【1,000万円】　中小・小規模事業者等総合相談窓口の延長 【700万円】 　雇用調整助成金の上乗せ補助

　プレミアム付商品券発行事業（補正）

　国の雇用調整助成金（特例措置分）の一部を助成します。

　安全・安心・住まい助成事業

【2,000万円】　ものづくり企業チャレンジ応援事業（補正）

５　強みを活かした産業力の強化

《中小企業の振興と防府で働く人たちの応援》

　事業者のデジタル化や業態転換への支援や予算規模を拡大しての住環境整備への助成などの経済対策を行います。また、防府市
創業支援モデルとして関係機関が一体となってパッケージ化した様々な創業支援を行うとともに職人の技術力の向上を促進します。

拡充

新規

継続

新規

新規

新規

継続
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・中小企業サポートセンター（コネクト２２）の運営
　・創業塾補助金（200万円） ・販路開拓・創業等の多様なセミナーの開催

・女性やシニアを対象とした創業セミナー等の開催

　・創業準備補助金（300万円）

　・ふるさと起業家支援補助金（800万円）

　・中心市街地活性化リノベーション資金：中心市街地の空き店舗へ出店する

   際の資金　　　

　・新規開業資金：創業に係る資金

　・事業承継サポート資金：事業承継の際に必要となる資金

　＜技術力向上推進補助金＞

　　・補助率：１/２
　　・上　限：１０万円

　　・対象経費：左官、造園、調理等の様々な技術向上のための

　　　　　　　　研修受講料、講師謝金等

５　強みを活かした産業力の強化

　職人・技術力向上推進事業 【200万円】

【4億4,968万円】

　とび職や料理人などの職人の技術力の向上を図る事業者の取組に対
し、その経費の一部を助成します。

　防府市創業支援モデル事業 【1,300万円】 　チャレンジほうふ中小企業成長発展事業 【2,021万円】

　中小企業者の多様な経営課題の解決を図るため、中小企業支援・創業
支援に取り組みます。

　中心市街地への出店促進、創業支援の充実、円滑な事業承継の促進の
ため、一部資金の信用保証料の全額を負担します。

　コネクト22が中心となり、市と金融機関等が連携し、「創業準備」
から「開業」そして「成長」段階まで、様々な創業支援をパッケージ化
した「防府市創業支援モデル」を展開します。

　　　　防府商工会議所と金融機関が連携して行う創業塾、創業フォーラム等
　　　の事業費を助成

　　　　成長性及び独創性に富む創業希望者に、創業準備のための事業費の一
　　　部を助成（補助率1/2、下限30万円～上限100万円）

　　　　クラウドファンディング型ふるさと納税を活用し、地域課題の解決に
　　　資する事業を立ち上げる起業家に対して支援
　　 （補助率2/3、上限400万円）

　がんばる中小企業応援資金貸付事業

防府市創業支援モデル

創業塾

創業機運醸成

創業相談窓口

シェアオフィスの提供

創業サポート

創業希望者

補助金

融資

創業相談窓口

創業ファンド

コネクト２２

防府商工会議所

金融機関

防府市

創業者

伴走支援
新規

継続

継続新規
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　○環状一号線（新田地区）整備事業　

　○三田尻中関港港湾整備事業
　　・三田尻大橋防災安全対策
　　・三田尻中関港コンテナヤード整備 等

５　強みを活かした産業力の強化

　本社機能等移転支援制度の創設

　産業団地「防府第二テクノタウン」周辺の物流の円滑化を図るため、
道路整備を行います。
　※令和３年度中に南北道路部分が完了することから、全区画への企業立地
       が可能となります。

　※県外からの本社機能の移転の場合は、県から雇用奨励金５０万円
　　の上乗せあり

　市内への本社機能の移転を促進するため、市外から本社機能を移転す
る企業に対し、雇用奨励金(異動する雇用者一人あたり５０万円)を交付
します。

【補正　 4,530万円】

【1億2,656万円】　防府第二テクノタウン隣接市道整備事業

《強みを伸ばす産業基盤の強化》

　本市経済の持続的な成長や発展のため、国・県としっかりと連携し広域的な基盤整備を行い、積極的な企業誘致などにより産業の
振興を図ります。

　県と連携し、環状一号線（新田地区）や重要港湾三田尻中関港の整備
などを引き続き進めます。

　産業基盤施設整備事業 【県事業負担金　1億390万円】

（市道四ノ桝三ノ桝線・市道中関三ノ桝線）

新規

継続

防府第二テクノタウン隣接市道整備

環状一号線

（新田地区）

三田尻大橋の

防災安全対策

富海拡幅

防府市台道～山口市鋳銭司区間拡幅継続

国直轄事業

（実施中）

県事業

県事業

国直轄事業

国直轄事業

中関３号岸壁の延長

コンテナヤード整備

（要望中）
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新 重源上人生誕９００年記念行事等の開催

拡 魅力あふれるフェスタ等の開催

新 海から眺める防府の魅力発見クルーズ事業

　すごいな！すごいぞ！防府 観光キャンペーン

　毛利元就公没後４５０年記念に併せ、記念行事を行います。【1,200万円】

【40万円】

　　まちの駅「うめてらす」と「山頭火ふるさと館」の連携による
　天満宮周辺の魅力の創出などの取組と併せて、落ち込んだ観光需
　要を喚起する季節に応じた春夏秋冬の幸せますフェスタを開催し
　ます。

　　重源上人生誕９００年、毛利元就公没後４５０年等を記念し、
　阿弥陀寺や毛利博物館と連携して記念イベントを開催します。

　安芸高田市姉妹都市締結５０周年記念事業

　　野島海運の所有船舶「レインボーのしま」を活用した、魅力あ
　ふれるクルーズを実施します。

６　恵まれた資源を活かした交流拡大

《官民一体で進める観光振興》

　防府が元気になる様々なイベント開催を支援するとともに、観光コンベンション協会と一体となって重源上人生誕９００年、毛利元就
公没後４５０年などの歴史的な節目を活かしたイベントを開催します。

　防府の元気回復イベント等開催支援事業

　山口市や宇部市等７市町合同で「ゆめ回廊博覧会」を開催します。
　本市ではＪＡＬとタイアップした「毛利氏庭園の特別おもてなしツ
アー」や「パワースポット巡り」、「鋳物づくり体験」などを行いま
す。

　山口ゆめ回廊博覧会の開催 【300万円】

【1,000万円】
　市民が元気になるよう、感染症対策を講じて行う、文化・スポーツを
含む防府の様々なイベント等の開催を支援します。
　・補助額：上限５０万円
　・補助対象経費：広告料、会場借上料、会場設営料など

新規 拡充

拡充 新規

安芸高田市

マスコットキャラクター

「たかたん」
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　新たに指定管理者となる観光コンベンション協会と連携し、文芸文学
の拠点として更なる発展を遂げるため、観光の手法を取り入れ来館者の
増加を目指します。

　現在の観光案内看板を「防府ならでは」の魅力あるデザインに見直
し、計画的に設置します。

【713万円】

　観光ＰＲ動画制作事業（補正） 【1,000万円】

　夏休みに、親子で参加するイベント（ワークショップや野島探検な
ど）を開催し野島の魅力を発信します。

　魅力ある観光地づくり事業　野島の魅力発信事業 【100万円】

　山頭火ふるさと館運営事業 【2,990万円】

　サイクリングターミナル交流促進事業

　リニューアルしたサイクリングターミナルの受入環境のもと、新たな
指定管理者と連携し、子どもたちやアスリートの合宿をはじめ多くの宿
泊客の利用を促進し、交流人口の拡大を図ります。

【1,543万円】

６　恵まれた資源を活かした交流拡大

　感染症収束後の観光需要の回復を図るため、観光プロモーション動画
を制作し様々な場面で活用します。

新規 新規

レインボーのしま野島での離島体験

山頭火ふるさと館

継続

継続
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○

○ パブリックビューイングを実施するなど市を挙げて応援します。

○

○ セルビア女子チームのような強いチームを目標に、中学生がバ
レーボールに精励してもらうよう、セルビア杯を開催します。

　文化財郷土資料館運営事業 【9,586万円】

　展示スペースの拡大やエレベーター等の施設改修を行います。展示内
容の充実やソラールとの連携を強化するなど、郷土資料館の魅力の向上
を図ります。　セルビアホストタウン事業 【2,600万円】

　競輪ファンのみならず、子どもから大人までが集い、サイクルスポー
ツが楽しめる快適な競輪場となるよう、令和６年度中の完成に向け、施
設整備を行います。
　令和３年度は、基本設計、実施設計に着手します。

　競輪場施設整備事業（特別会計） 【7,705万円】

　ほうふスポーツフェスタ開催事業 【100万円】

　地域の実情の理解、専門的な知識、仕事経験を通じた人脈などを有し
た人材を「音楽のまち創造プロデューサー」として任用し、コンサート
の誘致や吹奏楽部等を指導するなど、防府の音楽を全国に発信します。

　コロナ対策を万全として、エリートラベルにふさわしい大会を開催し
ます。

徹底したコロナ対策のもと、セルビア共和国女子バレーボール
チームの事前合宿を受け入れます。

向島運動公園の西洋スモモ植樹エリア「セルビアの森」を、ホス
トタウンの取組を象徴する場所として未来へ繋ぎます。

　防府読売マラソン大会開催事業 【1,467万円】 　音楽のまち防府文化振興事業

６　恵まれた資源を活かした交流拡大

《文化・スポーツによる交流の推進》

　文化活動やスポーツ活動を通じて、健康で心豊かな生活を支えます。東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会をオール防府
で盛り上げます。

【700万円】

新規

２０２１年の第５２回大会は、

福岡国際マラソンなどと同一の

世界陸連認証「エリートラベル」に

認定されました！

再掲

新規

新規

継続

継続

山頭火ふるさと館

拡充

※市庁舎敷地遺跡等の記録等も展示
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○ 指定寄附募集事業

　　ふるさと納税を活用し、様々な事業を展開します。
・「すごいな！すごいぞ！防府」観光魅力向上事業

・「音楽の力でまちを元気に！」がんばる子どもたち応援事業

〈移住支援金制度の拡充〉 ・「遊・食は潮彩市場防府で！」瀬戸内のお魚情報発信事業

・「目指せ１００回！」　防府読売マラソン応援事業

・ＮＰＯ法人等の活動支援

・ふるさと起業家支援事業(クラウドファンディング型ふるさと納税)

　　　山頭火ふるさと館や毛利邸などに、より多くの観光客が
　　訪れるよう魅力の向上に取り組みます。

　　　がんばる子どもたちを応援する
　　ため、楽器更新や活動支援等を行
　　います。

　　　瀬戸内の魚食文化の情報発信機能強化に取り組みます。

　　　歴史ある大会をさらに盛り上げ、
　　競技性を重視した大会運営に取り組
　　みます。

　防府の魅力をＰＲし、ＵＪＩターンやふるさと納税を促進します。

【1,250万円】

　コロナ禍における都会から地方への移住機運の高まりや国の移住支援
金制度の拡充を好機と捉え、首都圏で開催されるふるさと回帰フェア等
への出展など、防府を積極的にＰＲします。

　ふるさと納税

６　恵まれた資源を活かした交流拡大

　ＵＪＩターン促進事業

　地場産業の振興につながる魅力ある防府らしい返礼品と特色のある指
定事業で防府をＰＲします。新たに１１月をふるさと応援推進月間と
し、県人会などを利用してふるさと納税の利用拡大に向けた活動を展開
します。

《防府ファンの創出・拡大》

・対象者

移住前に東京２３区内に在住、通勤又は通学し（５年以上）、山口

県内で就業又は創業される方

通学期間も要件の期間に加算

テレワークで移住元の業務をされる方なども対象

拡充

拡

拡

継続

・支給額

２人以上世帯１００万円（単身の場合は60万円）
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・

○がんばる事業者応援事業 【1億円】

○デジタル推進体制の強化
・組織体制の再編強化
・デジタル専門人材の招致
・県デジタル推進局との連携

○ものづくり企業チャレンジ応援事業（補正）
○マイナンバーカードの普及促進

○ぴったりサービスの充実

○電子入札の導入

○公民館機能の強化

◆デジタル化の推進

　新たにデジタル化を推進する部署を設け、デジタル社会の基盤となるマイナンバーカードの普及促進や行政手続きのオンライン化な
ど、行政のデジタル化を推進します。また、事業者のデジタル化の取組を支援します。

【1億6,507万円】

  デジタル化推進事業

　コロナ禍を契機に急速に進みつつある社会全体の動きを的確に捉え、
県等と連携・協働し、デジタル化にしっかりと対応します。
　マイナンバーカードの普及促進に力を入れるとともに、デジタル化を
進める組織を再編強化し、行政のデジタル化を推進します。

【1億6,131万円】

  ＩＣＴ教育推進事業

　　　コロナ禍で厳しい経営状況にある飲食業をはじめとする事業者
　　が、デジタル化など「新しい生活様式」へ対応した業態転換、経
　　営の多角化等に取り組むために必要な経費の一部を助成します。

　　　長引くコロナ禍にありながらも、デジタル化等の新事業展開や
　　事業拡大を図る市内の中小企業者等が行う新たな雇用を伴う投資
　　に対し補助します。

　　事業者のデジタル化促進

　　・来庁予約システムの導入

　　デジタル社会の基盤となるマイナンバーカードの普及促進の
　ため、体制を強化し、令和３年度末までの全ての市民へのマイ
　ナンバーカード交付を目指します。（令和２年１２月に２４名
　体制に組織を再編強化）

　　市民が様々な生活手続きを手軽にできるよう、行政サービス
　のオンライン検索、書類作成、電子申請などができる「ぴった
　りサービス」の充実を進めます。

【2,000万円】

　議会にタブレット端末を導入するとともに、議会棟のＷｉ－Ｆｉ環境
を整備します。

　　・日曜日の窓口開設、公民館等での出張申請受付

  議会ＩＣＴ推進事業 【730万円】

　全教職員にタブレット端末を配備し、他の自治体に先駆けて、一斉に
配備した児童・生徒用タブレット端末などを効果的に活用するＩＣＴ教
育を展開します。

　　令和４年度の開始に向け、システムの構築を行います。

　　令和２年度に各地域の公民館等に配備したタブレット端末を
　活用し、市役所窓口とオンライン接続することにより、市民に
　身近な公民館等で行政相談等を実施します。

新規

拡充

新規

再掲

新規

再掲

・補助率：３/４

・上 限：３０万円

・対象事例：デジタル化への取組（キャッシュレス決済等）など

・補助率：２/３

・上 限：２００万円

・対象経費：生産設備の導入費用（デジタル化対応等）

※令和４年２月２８日までに稼働すること

再掲

【補正 2,500万円】
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■当初予算における財源の確保

　　　令和３年度は総合計画の初年度にあたり、新たな施策にしっかりと取り組む必要があることから、予算編成方針

　　策定時点では約２０億円（一般財源ベース）の財源不足を見込んでおりました。

　　　令和３年度の予算編成過程において、新型コロナウイルス感染症の対応により、財源不足見込額が約２２億円に

　　拡大しましたが、地方財政対策による地方交付税の増額や有利な地方債の活用、工法の見直しによる事業費の圧縮

　　など、徹底した財源確保対策を行い、一般財源ベースで約９億円の財源を確保し、最終的に財源不足額を

　　１２．８億円（一般財源ベース）まで圧縮することができました。

■持続可能な財政構造への転換

　　　地方交付税措置に基づく有利な地方債の積極的な活用を図ることにより、市債残高は約４３０億円から

　　約４４０億円に増加しますが、実質的な負担額は１６２．５億円から１６１億円に減少することができました。

　　

◆当初予算における財源の確保と持続可能な財政構造への転換

財源確保対策（約９億円）

▼ 地方財政対策の拡充

・地方交付税の増額

・緊急防災減災事業債や緊急浚渫事業債などの有利な地方債の活用

▼ 国、県の補助制度の活用

▼ 国の佐波川浚渫工事等による残土の消防署東出張所造成工事への活用

▼ ふるさと振興基金などの保有基金の積極的な活用

▼ 競輪事業特別会計からの繰入

▼ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用

予算編成における財源不足の圧縮

感染症への

更なる対応

約２０億円

約２２億円

１２．８億円

財源確保
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◆ 当初予算規模 ４４２億９，０００万円

予算の規模 （一般会計）

令和３年度
当初予算額

令和２年度
当初予算額

増 減 増減率

当初予算規模 44,290百万円 42,175百万円 2,115百万円 5.0％

41,085
41,745

41,290

39,854

44,190

42,175

44,290

36,000

38,000

40,000

42,000

44,000

46,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

予算規模の推移 （一般会計）
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【市税】
新型コロナウイルス感染症の影響等による個人住民税の減、

企業収益の悪化等による法人市民税の減や新型コロナウイルス
感染症に係る特例措置（中小企業者等に対する固定資産税等の
軽減）などによる減により、５．０％の減を見込んでいます。

【地方消費税交付金】
地方財政計画等を勘案し３．７％の減を見込んでいます。

【地方特例交付金】
新型コロナウイルス感染症の影響による中小事業者等の

特例措置に伴う市税減収対策として創設された特例交付金の増
などにより、２７６．２％の増を見込んでいます。

【地方交付税】
市税の減など、普通交付税の算定の基礎となる基準財政

収入額の減少を見込み、１．３％の増を見込んでいます。

【国庫支出金】
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金や保育

給付費交付金の増などにより、１０．７％の増を見込んでいま
す。

【県支出金】
選挙委託金や地域外来・検査センター運営委託金の増などに

より、４．１％増を見込んでいます。

【繰入金】
財政調整基金や減債基金からの繰入金の増などにより、

３０．１％の増を見込んでいます。

【市債】
臨時財政対策債や小野公民館建替事業等の増などにより、

４６．９％の増を見込んでいます。

歳入予算の概要

（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比

16,068,330 36.3 16,922,880 40.1 ▲ 854,550 ▲ 5.0

401,244 0.9 417,244 1.0 ▲ 16,000 ▲ 3.8

3,109,900 7.0 3,200,776 7.6 ▲ 90,876 ▲ 2.8

うち地方消費税交付金 2,600,000 5.9 2,700,000 6.4 ▲ 100,000 ▲ 3.7

526,725 1.2 140,000 0.3 386,725 276.2

3,950,000 8.9 3,900,000 9.2 50,000 1.3

7,491,596 16.9 6,768,931 16.0 722,665 10.7

4,070,727 9.2 3,911,355 9.3 159,372 4.1

1,509,595 3.4 1,160,286 2.8 349,309 30.1

うち財政調整基金 1,280,000 2.9 980,000 2.3 300,000 30.6

うち減債基金 100,000 0.2 0 0.0 100,000 皆増

4,631,600 10.5 3,153,600 7.5 1,478,000 46.9

うち臨時財政対策債 2,200,000 5.0 1,600,000 3.8 600,000 37.5

うち減収補填債 440,000 1.0 0 0.0 440,000 皆増

2,530,283 5.7 2,599,928 6.2 ▲ 69,645 ▲ 2.7

44,290,000 100.0 42,175,000 100.0 2,115,000 5.0

地 方 特 例 交 付 金

歳 入 合 計

※1　利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、
　　　環境性能割交付金、ゴルフ場利用税交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、
　　　交通安全対策特別交付金
※2　分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰越金、諸収入

令和3年度 令和2年度

市 税

地 方 譲 与 税

増減額 増減率

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

市 債

そ の 他 収 入 ※2

税 交 付 金 ※ 1
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歳 入 の 状 況　（一般会計）

市税

36.3%

繰入金・諸収入等

9.1%

地方譲与税

0.9%

地方消費税交付金

5.9%

地方交付税

8.9%

国庫支出金

16.9%

県支出金

9.2%

市債

10.5%

その他

2.3%

歳入構成

依存財源

54.6％

自主財源

45.4％

※１【繰入金・諸収入等】・・・分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、

寄附金、 繰入金、繰越金、諸収入

※２【その他】・・・利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、

法人事業税交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、

国有提供施設等所在市町村助成交付金、

地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

（単位：千円、％）

予算額 構成比

16,068,330 36.3

4,039,878 9.1

20,108,208 45.4

401,244 0.9

2,600,000 5.9

3,950,000 8.9

7,491,596 16.9

4,070,727 9.2

4,631,600 10.5

1,036,625 2.3

24,181,792 54.6

44,290,000 100.0

令和3年度

市 債

そ の 他 ※ ２

繰入金・諸収入等 ※１

地 方消費 税交 付金

歳 入 合 計

自
主
財
源

計

市 税

地 方 譲 与 税

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

依
存
財
源

計
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【総務費】
高齢者への防災ラジオ緊急配備や避難所防災倉庫・備蓄物資

整備、選挙費の増などにより、１４．２％の増となります。

【民生費】
児童手当支給などが減になったものの、障害者介護・訓練等給付

や障害児支援給付の増などにより、１．７％の増となります。

【衛生費】
地域外来・検査センター運営費や妊婦健康サポート事業の実施

などにより、４．６％の増となります。

【農林水産業費】
ため池浚渫等やスマート農機導入支援、水稲農家防除対策

（ウンカ対策）の増などにより、６．８％増となります。

【商工費】
事業者のデジタル化への支援や離職者を雇用した事業主への

奨励金の増などにより、５６．５％の増となります。

【土木費】
一部事業の３月補正への前倒しによる減や河川浚渫事業の減など

により、２．２％の減となります。

【消防費】
消防団器庫整備事業の減などにより、１１．０％の減となり

ます。

【教育費】
小野公民館建替事業の増などにより、９．９％の増となります。

歳出予算（款別）の概要

（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比

議 会 費 303,768 0.7 318,788 0.8 ▲ 15,020 ▲ 4.7

総 務 費 5,485,982 12.4 4,805,705 11.4 680,277 14.2

民 生 費 18,966,418 42.8 18,647,612 44.2 318,806 1.7

衛 生 費 3,279,201 7.4 3,136,091 7.4 143,110 4.6

労 働 費 74,880 0.2 72,377 0.2 2,503 3.5

農林水産業費 1,428,196 3.2 1,337,245 3.2 90,951 6.8

商 工 費 1,750,501 3.9 1,118,550 2.6 631,951 56.5

土 木 費 3,922,108 8.8 4,011,923 9.5 ▲ 89,815 ▲ 2.2

消 防 費 1,531,657 3.5 1,721,060 4.1 ▲ 189,403 ▲ 11.0

教 育 費 3,435,787 7.8 3,126,217 7.4 309,570 9.9

災 害 復 旧 費 25,000 0.1 25,000 0.1 0 0.0

公 債 費 3,886,501 8.8 3,754,431 8.9 132,070 3.5

諸 支 出 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

予 備 費 200,000 0.4 100,000 0.2 100,000 100.0

歳 出 合 計 44,290,000 100.0 42,175,000 100.0 2,115,000 5.0

令和3年度 令和2年度
増減額 増減率
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歳 出 の 状 況 (款別)　（一般会計）

議会費

0.7%

総務費

12.4%

民生費

42.8%衛生費

7.4%

労働費

0.2%

農林水産業費

3.2%

商工費

3.9%

土木費

8.8%

消防費

3.5%

教育費

7.8%

災害復旧費

0.1% 公債費

8.8%

諸支出金

0.0%

予備費

0.4%

歳出構成

（単位：千円、％）

予算額 構成比

議 会 費 303,768 0.7

総 務 費 5,485,982 12.4

民 生 費 18,966,418 42.8

衛 生 費 3,279,201 7.4

労 働 費 74,880 0.2

農 林 水 産 業 費 1,428,196 3.2

商 工 費 1,750,501 3.9

土 木 費 3,922,108 8.8

消 防 費 1,531,657 3.5

教 育 費 3,435,787 7.8

災 害 復 旧 費 25,000 0.1

公 債 費 3,886,501 8.8

諸 支 出 金 1 0.0

予 備 費 200,000 0.4

歳 出 合 計 44,290,000 100.0

令和3年度
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【人件費】
定年退職者の減により退職手当が減となるなど、５．５％の減

となります。

【扶助費】
児童手当支給などが減になったものの、障害者介護・訓練等

給付や障害児支援給付の増などにより、１．４％の増となりま
す。

【公債費】
公会堂建設事業や学校空調整備事業などの元金償還開始による

増となります。

【普通建設事業費】
小野公民館建替事業や華城小学校周辺道路整備事業の増など

により、２１．２％の増となります。
３月補正への前倒し分（268,010千円）を加えると、３０．１％

の増となります。

【物件費】
高齢者への防災ラジオ緊急配備や地域外来・検査センター運営

業務の増などにより、３．４％の増となります。

【補助費】
新型コロナウイルス感染症対策に係る中小企業者への助成の増

などにより、３５．９％の増となります。

【その他】
減債基金積立金や新型コロナウイルス感染症対策に対応できる

予備費の増などにより、３．１％の増となります。

歳出予算（性質別）の概要

（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比

人 件 費 7,224,101 16.3 7,645,434 18.1 ▲ 421,333 ▲ 5.5

扶 助 費 12,434,000 28.1 12,258,600 29.1 175,400 1.4

公 債 費 3,886,501 8.8 3,754,431 8.9 132,070 3.5

計 23,544,602 53.2 23,658,465 56.1 ▲ 113,863 ▲ 0.5

普通建設事業費 3,642,592 8.2 3,005,378 7.1 637,214 21.2

災害復旧費 25,000 0.1 25,000 0.1 0 0.0

計 3,667,592 8.3 3,030,378 7.2 637,214 21.0

物 件 費 5,879,099 13.3 5,684,725 13.5 194,374 3.4

維持補修費 826,060 1.9 806,383 1.9 19,677 2.4

補 助 費 4,543,686 10.3 3,343,429 7.9 1,200,257 35.9

その他　※1 5,828,961 13.0 5,651,620 13.4 177,341 3.1

計 17,077,806 38.5 15,486,157 36.7 1,591,649 10.3

44,290,000 100.0 42,175,000 100.0 2,115,000 5.0歳 出 合 計

※1　積立金、投資及び出資金、貸付金、繰出金、予備費

令和2年度
増減額 増減率

そ
の
他

投
資
的
経
費

義
務
的
経
費

令和3年度

－55－



歳 出 の 状 況 （性質）　（一般会計）

人件費

16.3%

扶助費

28.1%

公債費

8.8%

普通建設事業費

8.2%

災害復旧費

0.1%

物件費

13.3%

維持補修費

1.9%

補助費

10.3%

貸付金

1.1%
繰出金

10.8%

予備費

0.4%

その他

0.7%

歳出構成

義務的経費

53.2％

投資的経費

8.3％

その他経費

38.5％

※１【その他】・・・積立金、投資及び出資金

（単位：千円、％）

予算額 構成比

人 件 費 7,224,101 16.3

扶 助 費 12,434,000 28.1

公 債 費 3,886,501 8.8

計 23,544,602 53.2

普通建設事業費 3,642,592 8.2

災 害 復 旧 費 25,000 0.1

計 3,667,592 8.3

物 件 費 5,879,099 13.3

維 持 補 修 費 826,060 1.9

補 助 費 4,543,686 10.3

貸 付 金 498,830 1.1

繰 出 金 4,793,336 10.8

予 備 費 200,000 0.4

そ の 他 ※ 1 336,795 0.7

計 17,077,806 38.5

44,290,000 100.0

令和3年度

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

歳 出 合 計
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財政調整基金と減債基金の状況

5,317 
4,839 

3,689 
3,163 2,998 2,784 

1,555 

1,089 
1,289 

1,089 
1,389 1,690 1,811 

1,821 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

財政調整基金 減債基金

（見込） （当初予算）

（単位：百万円）

基金残高 （単位：百万円）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

財 政 調 整 基 金 5,317 4,839 3,689 3,163 2,998 2,784 1,555

減 債 基 金 1,089 1,289 1,089 1,389 1,690 1,811 1,821

合 計 6,406 6,128 4,778 4,552 4,688 4,595 3,376
※平成27年度から令和元年度は決算、令和２年度は決算見込、令和３年度は当初予算ベース

【参考】 財政調整基金取崩額の推移　　　  ※当初予算ベース （単位：百万円）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

財 政 調 整 基 金 1,840 1,870 2,260 1,560 1,720 980 1,280

6,406 
6,128 

4,778 

4,552 4,688 4,595 

3,376 

・財政調整基金

年度間の財源の不均衡などを調整する基金です。

第５次総合計画においても、決算時に残高２０億円以上

を確保することとしています。

・減債基金

市債の償還に必要な財源を確保するための基金です。
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市 債 残 高 の 状 況

20,390 20,244 19,890 19,715 
22,159 22,848 23,161 

18,565 18,992 19,360 19,944 
20,168 20,174 20,797 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

（見込）

令和３年度

（当初予算）
一般分 臨時財政対策債等

（単位：百万円）

43,958 43,022 42,327 
39,659 39,250 39,236 38,955 

市債残高 （単位：百万円）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度

（見込）
令和３年度
（当初予算）

一 般 分 20,390 20,244 19,890 19,715 22,159 22,848 23,161

臨 時 財 政 対 策 債 等 18,565 18,992 19,360 19,944 20,168 20,174 20,797

市 債 残 高 38,955 39,236 39,250 39,659 42,327 43,022 43,958

実 質 負 担 14,693 14,484 14,292 14,309 15,952 16,254 16,100

※平成27年度から令和元年度は決算、令和２年度は決算見込、令和３年度は当初予算ベース

※臨時財政対策債等は、後年度に発生する元利償還金が全て基準財政需要額に算入される
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公 債 費 の 状 況

3,628 3,657 

3,992 
3,848 3,845 

3,737 
3,882 

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

（見込）

令和３年度

（当初予算）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
令和２年度

（見込）
令和３年度
（当初予算）

公 債 費 3,628 3,657 3,992 3,848 3,845 3,737 3,882
※平成27年度から令和元年度は決算、令和２年度は決算見込、令和３年度は当初予算ベース
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【競輪事業】
令和６年度中の完成に向け施設整備を行うこととしており、令和３年度

は、基本設計、実施設計に着手します。
新型コロナウイルスの感染拡大に伴う新しい生活様式や顧客の消費性

向の変化により、インターネット投票が大幅に増となることから、40.1％の
増となります。一般会計への繰出金は50,000千円となります。

【と場事業】
ＨＡＣＣＰ(ハサップ)に沿った衛生管理に対応した施設整備事業の皆減な

どにより、５７．８％の減となります。

【介護保険事業】
短期集中介護予防サービスの実施やケアプランの適正化による給付費

の減などにより、３．２％の減となります。

特別会計予算の概要

（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比

競 輪 事 業 19,318,507 42.3 13,787,864 34.0 5,530,643 40.1

国民健康 保険 事業 12,522,441 27.5 12,563,371 31.0 ▲ 40,930 ▲ 0.3

と 場 事 業 16,104 0.0 38,193 0.1 ▲ 22,089 ▲ 57.8

青 果 市 場 事 業 33,096 0.1 31,952 0.1 1,144 3.6

駐 車 場 事 業 43,438 0.1 43,015 0.1 423 1.0

交通災害 共済 事業 15,874 0.0 16,479 0.0 ▲ 605 ▲ 3.7

介 護 保 険 事 業 11,643,303 25.5 12,031,837 29.6 ▲ 388,534 ▲ 3.2

後期高齢者医療事業 2,046,100 4.5 2,056,065 5.1 ▲ 9,965 ▲ 0.5

合 計 45,638,863 100.0 40,568,776 100.0 5,070,087 12.5

令和3年度 令和2年度
増減額 増減率
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企業会計予算の概要
 
 

水道事業会計 

 

 予算額 
 

（単位：千円）    

取引区分 令和３年度 令和２年度 増減率 

収益的 

収支 

収 入 2,293,906  2,301,819  △0.3%  

支 出 2,112,894  2,036,918  3.7%  

資本的 

収支 

収 入 820,807  716,144  14.6%  

支 出 1,983,065  2,079,837  △4.7%  

 

 主な工事等 
 

配水管布設替等 ［予算額 8 億 9,650万円］ 

  継続 老朽管の布設替工事など（22 路線、6,785ｍ） 
 

施設整備 ［予算額 2 億 2,352万円］ 

  継続 増圧ポンプ所更新工事、配水池増築工事など 
  

 

工業用水道事業会計 

 

 予算額 
 

（単位：千円）    

取引区分 令和３年度 令和２年度 増減率 

収益的 

収支 

収 入 158,656  154,435  2.7%  

支 出 157,707  131,761  19.7%  

資本的 

収支 

収 入 0  0   － 

支 出 14,970  150,415  △90.0%  
  

 

 

公共下水道事業会計 

 

 予算額 
 

（単位：千円）    

取引区分 令和３年度 令和２年度 増減率 

収益的 

収支 

収 入 3,148,327  3,123,050  0.8%  

支 出 3,020,845  3,007,245  0.5%  

資本的 

収支 

収 入 1,936,364  2,112,664  △8.3%  

支 出 3,190,811  3,375,861  △5.5%  

 

 主な工事等 
 

管渠施設整備 ［予算額 14 億 7,098 万円］ 

  拡張 汚水管渠布設工事（16路線、6,587ｍ）など 

  新規 雨水管理総合計画策定 
 

ポンプ場施設整備 ［予算額 1,815万円］ 

  継続 雨水ポンプ場無停電電源装置更新工事 
 

処理場施設整備 ［予算額 2 億 6,114万円］ 

  継続 汚泥脱水機棟更新工事など 
  

 

  （注） ● 「主な工事等」の予算額は、千円単位を四捨五入して万円単位としています。 

      ● 資本的収支における差引不足額は、損益勘定留保資金などで補てんします。 

 
   収益的収支 … 当年度における営業活動に伴い発生する「収入（収益）」と、その収入に対応

する「支出（費用）」を言います。 
 
   資本的収支 … 将来の営業活動に備えて行う諸施設への投資（建設改良）や投資に要した企業

債償還金などの「支出（資本的支出）」と、その財源となる「収入（資本的収

入）」を言います。 
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主な工事等施工箇所図面
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令和３年度事業実施箇所（農林水産業関係）

②（県営）農業競争力強化農地整備事業 下津令地区

⑮西浦漁港海岸老朽化対策工事
⑲向島郷ヶ崎東ポンプ場建設（機械一式）工事

⑧（県営）水利施設事業 防府総合堰

⑯富海漁港海岸老朽化対策工事

⑤（県営）ため池等整備事業 上洗川ため池

①（県営）農道整備事業 農道牟礼小野線３期地区

③（県営）農業競争力強化農地整備事業 奈美地区

⑫未来につなぐ森林づくり推進事業 勝坂地区森林 ⑬市有林管理事業 野峠

農業関係事業

林業関係事業

水産業関係事業

凡　　例

.

⑱向島漁港水路外修繕工事

④（県営）ため池等整備事業 大谷口ため池

⑳西浦漁港陸閘整備工事
㉑中浦漁港浚渫工事

⑰牟礼漁港海岸老朽化対策工事

⑭野島漁港機能保全工事

⑥（県営）ため池等整備事業 名舟ため池

⑦（県営）海岸保全整備事業 西之浦

⑨（単県）新開作排水機場改修事業

⑩後ヶ浴１号ため池切開工事

⑪斧磨ため池外ため池浚渫工事
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令和３年度事業実施箇所（道路関係）

㉔学校周辺安心安全舗装工事

④市道勝間鐘紡自歩道線整備工事

⑮市道牟礼中関線外道路維持補修工事

⑯市道大林寺勝間線外道路維持補修工事

⑥中塚真尾線道路改良事業

①四ノ桝三ノ桝線道路改良事業

⑳市道西浦新地二号線道路改良工事

㉓防護柵設置工事

⑦佐波川睦美橋架替事業(国)

㉜環状一号線整備事業(牟礼地区)

㉝環状一号線整備事業(新田地区)（県）

㉚市道堀口中関外道路維持補修工事

㉙市道末田富海線道路維持補修工事

⑰市道新田古浜外道路維持補修工事

⑲市道曙門前線道路改良工事

㉖市道堀口警固町線路肩拡幅工事

㉒反射鏡設置工事

㉛国道２号 富海拡幅（国）

㉞主要地方道防府環状線整備事業(歩道設置)

⑤下河内中河内線道路改良事業

⑧市道三田尻西浦線外道路維持補修工事

㉑区画線設置工事

 維持工事

 交通安全対策工事

 改良工事

 橋梁工事

 国・県事業

凡　　例

※）青字：通学路・ｷｯｽﾞｿﾞｰﾝ関連事業
②栄町藤本町線道路改良事業

③真尾線道路改良事業

㉕市道堀越線待避所設置工事
⑨新上田橋外橋梁補修工事

⑩江泊大橋外橋梁補修工事

⑪小松原塩屋原線橋外橋梁補修工事

⑬中ノ関橋外橋梁補修工事

⑫一の桝橋外橋梁補修工事

⑭円通寺橋外橋梁補修工事

⑱市道国分寺鐘紡線外道路維持補修工事

㉘市道旦東旦西線道路維持補修工事

㉗キッズゾーン外設置工事

－64－



令和３年度事業実施箇所（河川・港湾関係）

⑥総合流域防災事業（県,急傾斜）

⑨自然災害防止事業（県,急傾斜）

⑧自然災害防止事業（県,砂防）

⑤総合流域防災事業（県,急傾斜）

⑦総合流域防災事業（県,急傾斜）

①港湾改修事業（県）

②単独港湾改修事業（県）

③港湾環境整備事業（県）

④海岸高潮対策事業（県）

⑮西浦丸山排水路維持工事

⑯華浦小南排水路維持工事

⑰後迫川河川改良工事⑭前小路排水路維持工事

⑩基地周辺障害防止対策事業（国庫補助）

⑪田町排水路維持工事

⑬八王子排水路維持工事

⑫松崎小東排水路維持工事

県港湾事業

県土砂災害対策事業(砂防・急傾斜)

基地周辺障害対策事業（補助）

緊急自然災害防止対策事業（維持・改良）

緊急自然災害防止対策事業（浚渫）

凡　　例
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令和３年度事業実施箇所（施設関係）

②右田小学校屋内運動場体育器具等落下防止対策工事

⑧北山手住宅外壁落下防止工事

①庁舎建設事業

⑦三田尻御茶屋公園トイレ改修工事
⑤地域交流センター市民ギャラリー等改修工事

④小野公民館建替事業

市庁舎整備

小中学校整備

公民館整備

その他施設事業

凡 例

③小学校給食室空調設備設置工事（１４校）

⑥ルルサス防府改修工事

⑨古祖原住宅外壁落下防止工事
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